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研究成果の概要 

スキルミオンと呼ばれる粒子性を伴う電子スピンの渦構造は、次世代磁気記録へ流用可能な新

しい情報担体の候補として注目されている。本研究課題では、ナノサイズのスキルミオンを伴う物

質開発と機能開拓を目的として研究を行っている。本年度は主に、(1)ナノサイズのスキルミオンを

生じる単一組成化合物の薄膜成長、(2)無磁場でスキルミオンを生じる新物質探索、(3)ナノサイズ

のスキルミオン生成のための微視的機構の実験的解明に取り組んだ。 

(1)では、バルク結晶中でナノサイズのスキルミオンを生じる単一組成化合物に対し、スパッタリン

グによる薄膜作製を行った。ターゲットの構成をうまく調整することで、薄膜試料の元素組成比を制

御することに成功したため、今後は基板の種類や成膜温度などを調整することでエピタキシャル薄

膜成長、デバイス作製を目指す。(2)については、これまでナノサイズのスキルミオンを発見してきた

物質系に対して類縁物質の開発を進め、トポロジカルホール効果を示唆する振舞いを無磁場で観

測することに成功した。これは、無磁場でナノサイズのスキルミオンが生成されていることを示唆し

ている。今後、実空間観察や散乱実験によって磁気構造を明らかにし、デバイス化に向けたエピタ

キシャル薄膜成長に取り組んでいきたい。また(3)では、ナノサイズのスキルミオンを生じる物質系に

対し、磁気トルクや磁歪等の測定を適用することで、スキルミオン生成の微視的な起源に関する実

験的な検証を行った。 
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